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広島縣金明鉱山周辺地質鉱床調査報告
　　　　小松　彊＊　上野　三義績　　土井　啓司＊＊

　　　　　　　　　　　　　　　　：R6sum6

Copper　Deposit　in　Kinmei　M：ine，Kabe　District，Hiroshima　Prefee加re

by

、I　　　　　　　　Tsutomu　K：omatsu，Mitsuyoshi　Ueno＆Keili　Doi

　　　Manyc・PPerdep・sits、・ftheveinFtypeて・rc・ntactrepalacementwit互limest・ne
occur　in　the　Paleozoic　formation　in　Kabe－Fukagawa　district，Hiroshima　Prefecture．

　　　Particularly，the　deposits　in　K：inmei　mine　are　develop“d　between　hor血fels　and　quartz

porphyry．Wall　rocks　are　sllghtly　altered　bysilici負cation　and　chloritization。Ore　minerals

occur　in　skarn　zone　of　gametl　hedenbergite　etc．The　ore　fninerals　are　mainly　chalcopy－

rite　and　py∬五〇tite，a＄sociated　witll　zincblehde，galena，and　small　amount　of　quartz，chlo－

rite，calcite，gamet，etc．

玉．緒　　言

　本報告は昭和27年度広島県地下資源調査企画のうち，

筆者の担当した金明鉱山および周辺地区の鉱床調査は，

今回の県事業による延べ日数30日聞と，地質調査所広

島駐在員事務所の調査事業としての20日間，計50目間

にわたり，昭和26年度および27年度の調査結果を纒め

たものであって，1主目的を金明鉱床の精査におき，広島

県安佐郡可部町・深川村・八木村・久地村の4力村にわ

たる広範な同種鉱床の調査を併ぜ実施した。

　当地区は，、古生層中に胚胎する磁硫鉄鉢を伴なう銅鉱

床が数多く認められ，1つの鉱床群を形成する地域であ

づて，古くから銅鉱産地として注目されてはいるが，探

鉱ならびに開発計画の遅延によ・づて豫行条件を阻害して

いるうらみが多い。しかしながら当地方の鉱床群の調査

と相侯つて，積極的な開肇によつて銅鉱と磁硫鉄鉱の潜『

在鉱床が明らかにされ，将来の出鉱量増加を計ることは

銅・硫酸および鉄資源を獲得するうえに意義もまた少な

くない。本調査結果がこの意昧において広島県下地下資

源開発の一助となれば幸である。

　調査にあたつては広島大学の添田晶理学士が地質構造

について研究し，筆者が鉱床に関する事項を担当した。

　本報告を作成するにあたつて，．有益な御教示を賜わつ

＊技術部
纏鉱床部

た広島夫学木野崎吉郎教授，ならびに調査上の便宜をは

かられた県当局と関係業者に深謝の意を表する。

2．位置・交逼・鉱i業権関係

　金明鉱山は安佐郡深川村下深川・三篠川北岸に位置

し，山陽本線広島より芸備線，下深川駅下車，徒歩800m

で山元に至る。また広島市内より省営バ、ス，．広島電鉄バ

ス，広島郊外バスの便があり，所要時間40分，交通は

至便である。

　可部鉱山の鉱区は安佐郡可部町中島・深川村下深川村

界に位置し，芸備線下深川駅の北北西方1．5km，，広島

市内より中島口までは省営その他のバスがあり，これよ

り東方約1kmで山元に至る。

　八木鉱山の山元は安佐郡八木村上楽地より阿生山（586

m）山頂附近にあり，山陽本線横川駅より可部線上八木

駅に下車，それより北方約1㎞で，バスの便もあり炎

通至便である。

　久地鉱山は安佐郡久地村金山地内にあり，可部線可部

駅より布線に乗換え布駅下車，南西方約4km，また可

部よりバスの便もある。さらに安佐郡古市町を経由する

広島電鉄バス「布」行を利用し，金山で下車すれば山乖

は指呼の聞にある。

　鉱業権関係

　金明鉱山”、広島県採掘権登録第116号

　　　　　　　大興産業株式会社　桜井一郎
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第1騒金明鉱山および周辺鉱山位置交通図

広島県安佐郡深川村下深川

広島県採掘権登録第23号

日本興業株式会社

東京都港区赤坂葵町3番地

広島県試掘権登録第2，037号

吉武宗範　豊中市麻田446

広島県試掘権登録第2，563号

久良知敏　福岡県小倉市大字砂津88

、広島県試掘権登録第2，582号

　同　　　　　　　第2，583号

　同　　　一第2，584号

水野繁人　広島市出汐町33／1

3．地形および地質（第2図参照）

　当地域は広島の北東方約15kmにあたり，可部町を

中心として三篠川・太田川および根ノ谷川によつてそれ

ぞれ東・西・北方に主要な山系を分かち，その流域には

広い平坦地を形成している。一般に花嵩岩地帯は緩慢な

丘陵性の地貌を呈し1古生層および石英粗面岩地帯は上

記主流に注く多くり支沢によつて深く侵蝕開析されて，

740（鬼ケ城山）’》740m（螺山）程度のきわめて急峻な地

形を示す山体湖連立し，明らかに岩質による地形上の特

・徴を現わしている。

　3．1」般地質

　　、
　．，至

　糸／碕　方断傾斜する単斜構造を示し・黒雲母花
　　　嵩岩体の逆入により突上げられ．著しく

　　　ホルンフェルス化された古生層はルーブ

　　　ペンダントをなして，下深川より飯室村

　　　間野平附近に至る間鯵黛ESE－WNW

　　　方向に帯状に分布L，さらに飛島状に北

6ゆ　　　西方の山県郡加計地区に連なつてい萢。

　　　これら帯状に延びる一連の古生層群は

　　　八木村阿生山の南斜面において，緑泥石

　　　半片岩様の比較的変成度の低いGreen

　　　rockを挾み，この上位は砂質粘板岩な

当地域の地質は上部古生層，いわゆる

山口層群に属する古期堆積岩・花歯岩爵

よび石英粗面岩が広く発達レ， 石英粗面

岩類，紛岩類等の岩脈が数多く貫入して

いる。・

古期堆積岩　主として泥質粘板岩・砂

質粘板岩からなり，チャート・砂岩・石

灰岩および緑色岩を挾み，東部の木ノ宗畠

山～庄原附近の走向はN50～600W，

金明ル可部間は約N70。Wダ八木村地区

の下部層はN40～500Wを示して，北

いし細粒砂岩をレンズ抹あるいは薄層状に挾有し，片状

構造の発達した粘板岩層より泥質粘板岩に漸移する。こ

れらは当地区古生層の下部にあたり，花嵩岩の熱変成に

よるホルンフェルス化，も著しいが，石英・白雲母・黒雲母

・童青石等の晶出が顕著で，領家変成岩帯の外縁帯をな

すもののようである。「

木ノ宗山一金明地域では，チャ再トおよび細粒砂岩を

挾み，木ノ宗山附近では膨縮に富む多くのチャF一トと粘

板岩とが互層をなし，特に厚し、・チャート層は，厚さ0。3～

0．5cm程度の粘板岩と縞状構造を示して，複雑な微摺

一曲を繰返している。

　金明鉱山附近およびその北部地区，すなわち上部層に

はチャートの介在は少なくなり，厚さ3～7mの連続性

に乏しい砂岩層・縞状緑色岩を挾み，可部地域はほとん

ど泥質粘板岩だけからなつて稜るQ』

　隠地一金明鉱山一八木阿生山附近の粘板岩中には，泥

質物に包まれた径数cmの砂質部を多く含む，一見礫・

岩様を呈するものが発達する。これを鏡下で観察すると

微細な石英が流理状をなして一定方向に配列し，延びの’

方向は片状面匠」致している。 八木阿生山近傍には，こ

の扁平レンズ状部が長くなり，チャートに移化する状態

も認められる。か瓦る部分は明らかに擾力作用による

Sheared　zoneにあたつており，鉱床がこg勢裂帯中に

比較的多く存在することは注目に価する。
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第2図b　断　面　図

　石灰岩は多くの場合鉱床を伴ない，かつ再結晶して可

部鉱山，八木刈小島，久地鉱山等小レンズ状をなして粘

板岩中に介在する。

　、黒雲母花尚岩　広島県瀬戸内海地域に広く分布する，

いわゆる「広島型」花崩岩体と同源の中粒質黒雲母花嵩

岩に属し，古生層に熱変質を与え，金明地区におい七古

生層との境界ば緩い北傾斜面をもって接している。芸備

線の南部に広く露出し，細脈状のペグマタイト’アプラ

イトを伴ない』三篠川と温品川の合流地ではアプライト

質微花崩岩質の岩相を呈し，また阿生山（586m）の南斜

面鳥越峠附近では花崩斑岩が露出する。

　石英粗面岩類　当地区には逆出岩体と，岩脈との2種「

一の石英粗面岩がある。

　古期石英粗面岩　金明鉱山ゐ北部，鬼ケ城山（737m）・

別当山（521m）・東山（675m）を構成する。比高ほ黛300

m以上に分布し，古生層とは40～70。Nの傾斜面で不

・規則に接L，上方に拡げられた逆出岩体であつて，斑状

石英の大きな石英斑岩様ないし斜長石英粗面岩様の岩相

がみられ，・流理構造は認められなヤ・が，本岩体の周辺は

ー概して斑状石英の小さい（径約1mm大）石基が微晶質

で緻密な暗灰色を呈するものが多い。鏡下では破璃・長

石・角閃石を認め，軽微の緑簾石化および緑泥石化が認

められる。暗灰褐色の緻密な石英粗面岩中には径0．04’

～0．07mm程度の微細な茶褐色黒雲母の集合があり，一

種のホルンフニルス化作用を受けていることは，古生層

と同様に逆入花嵩岩体の影響によるものと推察される。

．繍石英粗面岩｛嶽儀繍讐石英粗面岩

　当地域には古生層および花醐岩を貫ぬいてそれぞれ一

N－S，NW－SE，E－Wのほ量3方向に延びる多くの

石英粗面岩岩脈があり，珪化，緑泥石化していることが

多い。

　珊岩類　金明鉱山より東部の古生層中には，石英玲

岩・角閃石班岩・閃緑珊岩等が岩脈岩床状に露出して

・いる。

　　　　　　　4．鉱　　床
　4．1鉱．床の分類

　本地域には広島県安佐郡深川村に発し，可部町南部・

八木村・久地村を経て山県郡加計町に延び，SE－NW

・方向に連なる古生層からなる小地塊がある。この古生層

は深川村下深川・可部町中島・八木村阿生山頂階近・久．

地村金山等に散在する多数の鉱床の母岩となつている。

これらの相類似する銘床群は，一種の高温交代鉱床に属

L，鉱床の形態上次の2種に分類することができる。

　（1）扁豆状交代鉱床

　（2）石灰岩小レンズ中およびそゐ周辺に胚胎する塊．

状交代鉱床

　一般に鉱床の延長はお瓦むねE－Wの方向性をもち，

レンズ状の単体または膨縮に富む脈状をなして，地層の

走向あるいは貫入岩脈の周辺部に沿つて発達し，地質構

造上の弱線の．方向≧ほ黛一致することは，鉱化作用の

StructuralContro1を示しているものと考えられる。

　扁専歌交代鉱床　現在稼行中の金明鉱山第1脈第2　　／

脈，金紫脈紅柄谷坑および八木旧坑の一部はこれに属

し，走向N70～800W，傾斜50～700Eを示して大小の

扁豆状鉱体が連結する鉱脈群で，両盤には柘榴石を主とP

するスカルン鉱物帯が発達し，鉱石は磁硫鉄鉱・黄銅鉱

を主要鉱物とする。

　石次岩小レンズ中およびその周辺に肇胎する塊朕交代

　鉱床

　可部鉱山・八木旧坑東部地区・久地村金山旧坑等にみ

られ，いずれも一E～W方向に長いレンズ状鉱体で，お

ち㌍粘板岩ζの接触部り戸灰岩中に発達し。磁硫鉄鉱・

　　　　　　へ黄銅鉱・閃亜鉛鉱・方錯鉱等の各種鉱物からなる雑鉱鉱

体をなす。スカルン鉱物として柘榴石・ベデンベルグ輝

石2陽起石等が比較的多い。

　4．2鉱脈の性状

26門（470）．
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　　　　4．2．1扁豆状交代鉱床
イr，』

　　　　現在最も開発の進んでいる金明鉱床には，南から金紫

　　　脈』第1脈，第2脈第3脈が知られており，いずれも

　　　平行脈で，特に第1脈と第2脈は石英粗面岩岩脈の両盤

　　　に沿つて生成された鉱脈で，岩脈の接触部附近には多く

　　　の平行脈あるいは分岐脈が発達するのそ，岩脈の両盤

　　　、際に沿つて採掘と探鉱が行われている。

　　　　鉱体は第3図に示すように大小ゐ扁豆状鉱体の連続な

　　　らびに鉱巣状の貧鉱部の集合体からなり，母岩の接触

　　　面，節理面あるいは片理面に沿つ宅鉱化作用が行われて

　　　1いる。単一鉱体め大ぎさ嫉厚さ0。3～0．8m，延びの方向

、，、　　・へ5～20m，傾斜方向には15～20m程度の規模を有

／，

×

　　　　　　ノx　x　　　／5x
、 x　2　x　　　X

　　Xx　　．×

　　　　　　　　

　　　ノ　　　　　」一一一一」

　　第4図金明鉱山坑内見取図

　　　　　　　　　　　　v　　．♂．・・一’一／－F

　　　　　　　　　　31・・髪i蕊

　　　　　　　　　　〉　》・〆／一．
　　　　　　　　　　　　ろ　　　　　　ズ　　　　　　　　、刃髪磐　／／臨

　　　　　〉と、〃多

、諺，諺ぞ、実
　　／弟×一Y緬・敏
　　　　　　　　Vz’．多
　　　　　　〉　v．／・”
　　　　　〉》　．z・7！
　　　　　〉v，，・一、須箸／
　　　　〉　v　　教
×　v〉V・鶏一〆　Y

し，一般に傾斜方向に長い扁豆状あるいは不規則晴円体

状を示す。当鉱床における富鉱体をなすものは，数枚の　・

葉状鉱体が緑泥石化した粘板岩を中石として，縞状に発

達するレ’ンズ状の鉱体があたかも玉ねぎ状をなす部分で

あつて，二番坑第二中段第2脈（俗にrホ中鉱体」といわれ

る）にみられるように，延長約50m，全幅最大7mに

達する大富鉱体を形成するものがあり・このなかに嫉幅．

0．8～1m程度の鑓が数条あつたといわれるが，その過

半量はすでに採掘きれている。鉱床の性状は第3図に禾

Lたように，石英粗面岩岩脈が走向方向と傾斜方向に，

それぞれ轡曲した部分に銅の高品位鉱が濃集し，また厚

い富鉱体を形成する傾向がある。金明鉱床には岩脈中に

も磁硫鉄鉱・黄銅鉱の細脈を伴なつて微弱ながら鉱化作

用が行われており，石英粗面岩岩脈の貫入後に鉱床が形

成されたことを暗示している。その後緑泥石化帯あるい

は接触面に沿つて断層が発達し，鉱体が切断されている

ことも少なくない。第3・4・5図に示したように，断層

面に対し七上盤鉱体と下盤鉱体に分かれ，鑓押坑道にお

いても同じ状態炉観察される。ざらにその後この断層に

まる破砕帯中嗜着干の黄鉄鉱を伴なう方解石細脈および

石英脈が貫入しており，この脈中には処々に鉱石・母岩’

の角礫を捕獲している。第4図は本坑第1界河上押詰の

見取図で鉱体・；！・スカルン鉱物帯…9母岩の漸移帯のな

かに断層による破砕帯に沿つて，石英脈が貫ぬいている

状態を示したものである。

　　暇　　　　　4．2．2石灰岩を交代した鉱床　・
×、

／
　＝・、／プ

v・．ク；－

　．，r／’

0’　　　5
シ　
／〆りノ’．

’／

罰

Y

『
・
墜
シ グ

V

　　〆　一　　．ノ

　　　〃／．　1・

一
・
麗

鉱体』

園　　　ス刀ルン鉱物帯　　　Ψ

麗　　　ホルンフエルス
囮．石彌岩

1。・［コ勇裂面

第・5図西竪坑3号河上樋押

　この種鉱床は可部町中島・八木村山

手・久地村金山地区にみられ，第ク図

に示すように石灰岩中よりむしろ石灰’

岩の上・下盤と粘板岩との接触面に沿

6て鉱床が胚胎じ，粘板岩中にも細脈

1がある。、鉱体ほ傾斜方向に長いレンズ

状鉱体であつて，スカルン鉱物帯と鉱

体≧はかなり明瞭な境界をもつて接し

石深岩は再結晶して糖晶状となり，節

理に沿つては柘榴石・ヘデンベルグ輝

石・陽起石等の細脈が発達し，また鉱

体に近い粘板岩中には，その片理面に

、沿い磁硫鉄鉱1黄銅鉱が薄板状をなす

部分がある。　，

　4．3　組成鉱物および鉱石

　鉱床中に晶出する金属鉱物として

は，磁硫鉄鉱、・茸銅鉱・硫砒鉄鉱・閃

、亜錯鉱・方錯鉱・輝水錯鉱・黄鉄鉱等

があり，・スヵルン鉱物および脈石とL

てほ，柘榴石・ヘデンベルグ輝石・陽

28一（472）
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　　睡鉱体
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　　区コ鰍面
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第6図西竪坑第2中段河上押の鉱体見取図

　　　　　　　　　　　（単面図）　　　　　　　乙厩露どo々3・一一．甲

巡ミ≒≒1匙薫ぐ』『．麟一
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　　　　　　　　　　　　　酵遷凱，
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（断面図）

！

　　　　　～．：㌃　　　　　麟㍗綴鮒

　プノノ　　　ウドじアヤロ

・，て、，，』』繊、，一暦”
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　　　　　＼cκダ5繍〃8厩磁9

第7図可部鉱山坑内見取図

起石・黒雲母・白雲母～絶雲母・方解石・螢石・石英・

緑泥石等があり，その他2次鉱物とLて稀に樹枝状の自

然銅を金明鉱床に，可部鉱山でほ斑銅鉱がみられ

る。

鉱石における共有鉱物中では黄銅鉱・磁硫鉄鉱

が最も多く，硫砒鉄鉱・閃亜錯鉱墾これに次ぎ

方錯鉱は極く小量が局部的に伴なわれる。

鉱床の形式別の鉱物組成は

　　　　　　　　　　　　　　　（丑）型鉱床　黄銅鉱・磁硫鉄鉱・硫砒鉄鉱と

稀に閃亜錯鉱を産し，黄銅鉱と磁硫鉄鉱は比較的

分離して晶出し，小単位の鉱塊または細脈として

産出することが多いが，いわゆる含銅磁硫鉄鉱型

の塊状鉱もみられる。またズカルン鉱物帯中には

全般的に黄銅鉱・磁硫鉄鉱が鉱染L，銅品位は平・

均Cu2～3％であり，最高Cu6～7％に達する

ものも少なくない。金明鉱床第1および2脈で峠・

深部ほど鉱染状となり，貧鉱が多く脈勢は漸次嚢

える傾向があり，最下部の本坑地並において第2

脈の大部分がこの種鉱石で占められる。

　（2）型鉱床　磁硫鉄鉱・黄銅鉱・閃亜錯鉱・

方錯‘鉱・輝1水錯鉱の不規則な組合せで，　いわゆる

雑鉱様の集合体であるが，概して閃亜錯鉱に乏しく，．ぎ　b

わめて小量であるが方錯鉱・輝水錯鉱も産する。なお金．

・銀鉱物の観察は困難であるが，金明鉱床には含金・銀

量の高い部分があり，’Au59／t，Ag300刃5009／tの品

位を示し，金分は黄銅鉱に，銀分は硫砒鉄鉱にそれぞれ

伴なわれるもののようである。

次に当地域の鉱床の地区別の鉱物分布にっいて第1表

に示す。この表よりわかることは，各鉱床の生成に与つ

た鉱化作用にはかなり多量のFeが添加されており，金訴

明地区は黄銅鉱・柘榴石に，可部・八木地区は方錯鉱・

閃亜錯鉱に，また久地地区は磁硫鉄鉱・ヘデンベルグ輝

石・陽起石にそれぞれ富むことが特徴である。

4．4母岩の変質
鉱床生成にあたつて鉱体両盤ゐ母岩，特に泥質粘板岩

は著しい変質作用を受け，鉱床全般にわたつてみられる1

ものに珪化作用，絹雲母化作用，緑泥石化作用等がある。

　一般に高温交代作用の結果生成されたと考えられるス

カルン鉱物は，鉱体周辺に限られて存し，母岩はさらに

後期の熱水作用瞳よる変質を牽けて，不規則であるが，

鉱体～スカルン鉱物帯～緑泥石化あるいは珪化帯め累帯

配列が行われ，鉱床生成時期に高温～低翠への時聞的な

幅があることを暗示している。

　次に母岩の変質状態を鏡検観察によづて記載する。

　4．4．童スカルン鉱物帯内の試料

　大小無数の柘榴石の問に斑点状に小量り石英・黄銅鉱

が散在し，柘榴石は破砕され，その亀裂面および前記鉱

物の間隙を緑泥石が充している。また稀に鉱体に接して
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第　1 表　’

　　　埴区

鉱物

索　　　部

（金明地区）

中　　　部

（可部ハ木地区）

西　　　部

／久士坦埴区〉

黄　銅　　鉱
　　ωAε52

磁硫鉄鉱
　　F65【

硫砒鉄鉱
　　Aε恥5

、閃亜錯鉱
　　Zη仏εノ5’

方　　鋸　　鉱

　　ρ65
黄　　鉄　　鉱

　　尾5t2

輝水鈷鉱
　　／イ052』

柘　　榴　　石
　60彪2σ肋ノ8
陽　起　　石
Cα吻彪ノ35140〆2

ヘデンベ加揮石
0αんr5，03／2

緑　　泥　　石

鈎尾砂備130鵬

一圏一一
一
一

『
国
由 ■■加

一鼠
一

一
一

一　’・’　交代され，その舷晶は＋ニコル下でアルバイト式，

　　　一双晶を示す。右基は全般にわたつて珪化され，’若

　　　干の絹雲母も生成している。

　　　　4．5　鉱物晶出順序と鉱物生成に関する考察

　　　　当地区の鉱床は前述のように

　　　　石灰岩中石灰岩と粘板岩との境界部…艦（1）

　　　　岩脈特に・石英粗面岩岩脈周辺粘板岩の層理　“

　　　　構造的弱線帯………・…D’●●’。’（2〉

　　　に生成されたもρで・マ見高温性の交代鉱床に属

　　　するものもあり，また（2）型（金明・八木鉱床）の

　　　ように比較的強く，構造支配の加昧されだものも

　　　多い。
　　　’一般に当地域鉱床の母岩には，スカルン鉱物一．

　　　、緑泥石・絹雲母・石英（高温珪酸塩鉱物）一1熱水

　　　性含水珪酸塩鉱物）の鉱物の生成にあたつては温

盲晶黒雲母の鱗片状集合を認める。

4．4．2緑泥石化帯の試料

破砕された柘瑠石・石英の細脈〈石英のモザイク状集

合体〉あるい嫉斑晶状石英・磁硫鉄鉱・黄銅鉱・絹雲母

等の間隙を充蟹する長柱状～毛状の緑泥石集合体で構成

されている。

4．4．3原岩の構造を留めるホルンフェルス（粘板岩の

微変質帯）

鉱体より約3m離れた砂質粘板岩は，球果状石英（石

英のモザイク状集合体），少量の葉片状絹雲母および難

泥石等より構成される。　・

4．4．4石英粗面岩の変質　　　　　　　　働

原岩は石英および灰曹長石の斑晶と，微斑晶質石基と
『
か
ら なり，鉱床に接する部分には柘榴石が密集すること

がある。灰曹長石はモザイク状石英・絹雲母・緑泥石で

第

　度と鉱化液に変牝が伴なつている。しかしいずれの場合

　も若干の緑泥石化および珪化作用を伴ない，貫入石英粗

　面岩の自家変質の影響によるものでないこ孝は，院内．・

　喜徳寺谷鉱床の性状をみても明らかである。またスカル

　ン鉱物（おもに柘榴石）が金明鉱床の石英粗面岩中およ

　び粘板岩中に散在し．鉱床の周辺部にだけ著しく晶出し

・ている事実は，粘板岩の広域変成作用に帰するよりはむ

　Lろ当地域においては，鉱床の生成に関係深いものと考』

　え探鉱指針の1つに加えたい。

　次に金属鉱物と脈石との晶出関係を野外の産状と，反
一
・
射
顕
微 鏡観察に基づいて第2・3表に示す。

　上述のように当地域においては鉱化作用とこれに伴な

　う変質作用が，引続き時間的「ズレ」をもつて各鉱物を

　生成し，かつ多量の磁硫鉄鉱を晶出させて，中国地方特

　有の高温性熱水鉱床を形成している。この鉱化作用の行

2　　表．

鉱　山　名
金明鉱床第1，

第2脈
金　紫　脈

大倉谷鉱床

・　院内鉱床・

紅柄谷鉱床

喜徳寺鉱床

可部鉱床
八木鉱床

久地鉱床

地質条件および鉱床

主として石英粗面岩と粘板岩
の接触部附近および粘板岩中

粘板岩の走向方向

・金明鉱床に同じ

同上鉱染抹

同上レンズ状

同上

粘板岩と石灰岩の接触部およ
び石灰岩中　脈状～塊塗

圏鞭禦の灘音1｝

石灰岩と粘板岩との接触蔀

金　属　鉱　物
黄銅鉱磁硫鉄鉱＞硫砒鉄鉱》閃亜
錯鉱≒方錯鉱》黄鉄鉱＞自然銅

磁硫鉄鉱》黄銅鉱

磁硫鉄鉱＞黄銅鉱＞閃亜鉛鉱

磁硫鉄鉱・閃亜錯鉢・方鉛鉱・黄
鎭鉱・黄鉄鉱

磁硫鉄鉱＞黄銅鉱

黄銅鉱＞磁硫鉄鉱≧硫砒鉄鉱・閃
亜鈴鉱≒方鉛鉱
亜錯鉱》黄銅鉱＞硫錯鉱》磁硫鉄
鉱
磁硫鉄鉱》黄銅鉱≒硫砒鉄鉱＞閃
亜錯鉱＞方錯鉱
磁硫鉄鉱》黄銅鉱≒閃亜錯鉱＞硫
砒鉄鉱》輝水錯鉱

随伴鉱物および母岩の変質

柘榴石著し，黒雲母・白雲母・1
絹雲母・緑泥石・方解石・石英

、同上

石英（珪化作用）ら緑泥石・絹
雲母
主として珪化作用，絹雲母緑
泥石

少量緑泥石

主として緑泥石化および珪化
作用
緑泥石化珪化一接触部粘板岩
石英（珪化作用）一石灰岩

陽起石化柘榴石・緑泥石化著
レ
ヘデンベルグ輝石著し，緑泥
石1・石英（珪化）
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第　 3，，表

　　時期
鉱物

早期　　’　　　　　晩期　・

ス
カ
ヘテ》勤価石

一ル
、　ノ ，柘　　榴　　石

一輝水錯鉱 A
鉱 磁硫鉄鉱，・

黄　銅　　鉱 』囲■囲■囲■L一一　　　　　1

硫石比鉄鉱

一
石 閃亜錯鉱 ♂

一

方』錯　　鉱
　　　◎一黄　　鉄　　鉱

一
脈
絹　雲　母

愈緑　　泥　　石

一石 方　解　　忍
一、石．　　　英
A

われた時期については，白璽紀の花嵩岩体（「広島型」花

醐岩）逆入後の石英粗面岩の両盤際が破砕帯となり，こ、

れに沿つて金明鉱床が胚胎L，また二番坑川上の第2脈

において藩脈を切る磁硫鉄鉱の細脈がみられることは，

少なくとも鉱床生成の時期が古・）中期第3紀にかxるこ

とが推察される。また一般に粘板岩が著Lくホルンフニ

ルス化された地帯に鉱床が散在Lているごとは，上昇鉱

液が花崩岩体からほど導からぬ古生層中に弱線に沿い，、

あるいは石灰岩等の交代し易い場所を選択して，鉱床を

形成したものと考えられる乾

4．6鉱床各論
4．6．1金明鉱床

走向N50《’600W，傾斜70｛・40。NEで連鎖状に連な

る扁豆状脈で，現在5条の並行脈が知られているが，第

1脈・第2脈を除いてはほとんど未開発状態にある（詳　．

細前出）。

4．6．2　大倉谷鉱床

金明鉱床の東鑓先にあたり，大倉谷坑を初めとして，

これより北方直距離約600mの間に東西方向に10～20

m掘進した探鉱坑道が数箇所みられるが，これらの探

鉱跡はいずれも「焼け」程度の露頭を鑓押しているもの

で，大規模の鉱床ば未だ発見されていない。』

　大倉谷坑金明鉱床の第1脈・第2脈の鑓先で谷の西

斜面に開坑し，大切坑で蒼脈後鑓押している。延長150

m，第1脈（石英粗面岩岩脈の下盤側）は規模20m×15

m×0．8血の鉱体を採掘している。鉱体は金明第i脈・第

2脈と同種の鉱床に属しているが，スカルソ鉱物を欠き、

鉱体周辺の粘板岩は著しく珪化されている。

　鉱石は磁硫鉄鉱ρ閃亜錯鉱・黄銅鉱で，閃亜錯鉱が比

較的多い。坑内には幅7mめ石英粗面岩岩脈があり，・

さらに約7m掘進して石英粗面岩岩脈にあたつている。

．これらは分岐岩脈をなすもので，鉱床は見掛上岩脈の下

盤瞭に胚胎している。第2脈は鑓幅約30cmの磁硫鉄

鉱・黄銅鉱脈であるが，探鉱の余地を残して現在休止中

である。

　院内坑　大倉谷の東斜面で第1脈を約20m鑓押探鉱

しており，粘板岩と石英粗面岩との盤際の珪化帯中に黄

銅鉱・磁硫鉄鉱が鉱染した貧鉱部である。現在休止中。‘

　4．6．3紅柄谷鉱床

　金明鉱床の西部鑓先にあたり，紅柄谷西斜面に5カ所

の坑口，東斜面に2坑道があり，それぞれ探鉱されたが

東斜面のものは坑口陥没して調査不能であつた。

　紅柄一号坑　鉱体は走向N60。W，55QNEに傾斜し・

粘板岩の層理の方向に延び1鑓幅最大1m，走向延長約

20m，傾斜延長約10mの小規模な鉱体である。鉱石は

黄銅鉱・磁硫鉄鉱で，若干の柘榴石を伴なつている。一銅

平均品位Cu』5翅程度である。本鉱体は露頭より約30

m鑓押して走向N400E，．傾斜70。SEの断層にあたつ

ているが，なお鑓先の探鉱が必要である。

　紅柄三号坑　露頭部より走向E－W，傾斜500N，，鑓幅

0．8m，走向延長5m，傾斜方向に約10mの鉱体を掘

下つて採掘したもので，鉱石は黄銅鉱・磁硫鉄鉱からな

り1スカルン鉱物はほとんどみられない。他の坑口はい

ずれも同鉱体の下部立入坑璋であるが，目的を達せず中

止している。

　本鉢体は金明第1脈・第2脈とは関連性のな》もので，

鉱化帯中にた爵一つの鉱体を形成する金紫脈のようなも
一
の
で
あ り，将来は「落し」’の方向へ下部探鉱が望まし

い。　　・　　1

　そ6他の露頭　紅柄谷坑より北方直距離約800mに

走向：N700W，傾斜500N，幅約0．8血のスカルン・緑

泥石化帯中に磁硫鉄鉱および少量の黄銅鉱の細脈が縞状

に配列する露頭がある。スカルγ鉱物は主として柘榴

石，その他螢石が多い。未探鉱である。

　4．6．4　喜徳寺谷坑

　紅柄谷の西方の南北に流れる小沢に喜徳寺谷露頭1カ

所，旧坑口4ヵ所があり，西斜面に北より1号坑，2号

坑，3号坑，天切玩の4坑が開坑し1，2号坑は走向．

N40。E，傾斜800NWのr焼け」を約20m鑓押して
いるが，稼行しうる鉱体にあたつていない。3号坑は大

切坑どともド走向80。W，傾斜40Q　Nの鉱体を採掘Lて，

おり，大切坑地並以下は溜水のため調査できないが，厚

さ最大約3卑，末端部は約0．4m程度のレンズ状鉱体ど
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考えられる。3号坑の天盤を4は鑓幅一〇．4m，銅見1込み品

位約Cu＝3％程度の良質鉱が残つており，鉱体の両盤

は珪化作用，緑泥石化作用が強い。鉱石は黄銅鉱・硫砒

鉄鉱を主として磁硫鉄鉱を伴なう。

　露頭　喜徳寺谷の入口に近い東斜薗に走向E－W，傾

斜500Nで，幅0．3mの緑泥石帯中に黄銅鉱・閃亜錯

鉱が鉱染する未探鉱の露頭がある。

　4．6．5　可部鉱山（第7図参照）

　粘板岩中に介在する走向N500W，傾斜600NEの小

レンズ状石灰岩中に胚胎し，最大幅約2m，傾斜方向に

長い楕円体形戸》パイプ状の鉱体で，N40～500E方向に

延び，70QNWの傾斜を示’》し，石灰岩の節理に沿つて生

成されたものと推定される。

　鉱石は主とLて閃聾錯鉱・黄銅鉱からなり，特に閃亜

錯鉱に富んでいる。富鉱部は閃亜錯鉱・黄銅鉱の細脈が

スカルン鉱物帯中に平行に配列しており鉱石も縞状鉱が

多い。一般に結晶質の石灰岩は鉱床附返そ著しく珪化作

用を受け，柘榴石のスカルン帯と珪化帯とが互いに縞状

構造をなし，また節理面に沿つて鉱染する数条の稼行に‘

たえない貧鉱部が発達する。当鉱床は一時亜錯鉱山とし

て稼行されたことがある。鉱石の見込品位Cu：1～2％，＿

Zn：15～20％程度である。当地区は’同種ないし含銅磁，

硫鉄鉱鉱床の潜在が予想される地域であり，石灰岩を中

心とした探鉱が必要である。

　4．6．6　八木地区（第2図参照）

　当地区には多数の旧坑跡と露頭が密接して散在する

が，いずれも坑口が崩落L，内部は調査不能である。次

に露頭状況について述べる。

　刈小島大切坑露頭　煮向N600W，傾斜650SE，を示

し，幅約1mの問が緑泥石化され，黄銅鉱が鉱染し，

、陽起石をみる。坑外研を観察すると閃亜錯鉱が最も多く

黄銅鉱？硫砒鉄鉱がこれに次ぐ。また結晶質石灰岩があ

るので，潜在する石灰岩を交代したものと考えられる。

詳細不明。

　第2露頭　N40。Wの方向に延長し，60。SWに傾斜

する石英粗面岩岩脈の下盤に沿つた，幅o．5mの陽起

石と磁硫鉄鉱との縞状露頭で，黄銅鉱を鉱染し，見込み

銅品位Cu＝1～2％程度である。
　　　　　　　　　ヂリ　　ヤ
　第3露頭鉱化帯の幅0．2m，ほ璽N300Wの延長，

500NEの傾斜を示す。鉱石は閃亜錯鉱と磁硫鉄鉱の混

合で閃亜錯鉱に富んでいる。スカルン鉱物として柘榴

石・陽起右がみられる。見込み亜錯品位Zn；約5％程

度である。

　第4露頭　50。：NEに傾斜し，幅1mの珪化帯があ

、ヴ，ほ黛N609Wに延びている。こ0珪化帯中に黄銅

鉱・硫砒鉄鉱が細脈状に胚胎する。見込み銅品位は平均

（第6巻　第＄号）

Cu：1％以下である。　、

　第5露頭幅約1mゐ珪化帯があり・このなかに．磁

硫鉄鉱が細脈～網脈状に発達し，第4露頭の延長と考え
　　　　’
られる。

　第6露頭　阿生山頂北側に位置し，走向N500W，傾
斜60Q：NE，幅2mをもつて柘榴石を伴なう珪化帯があ

り，・鉱石は磁硫鉄鉱・黄銅鉱・硫砒鉄鉱で，、縞状あるい

は平行配列を示す。見込み銅平均品位Cμ；約2％程度

である。

　第7大露頭　幅2mの磁硫鉄鉱鉱体がほ讐N40。W

の方向に約7㎡連続する露頭があり，約・70。SWの傾斜

を示す。搾状磁硫鉄鉱中には鉱染状に．黄銅餌を伴ない，

磁硫鉄鉱鉱床として有望であり，積極的な探鉱が望まれ

るo

　第8・9露頭　粘板岩中にN10～200Wの方向に約59［

mの間，幅0．3～0．4mの露頭が続き，約80QEの傾

斜を示す。高低差3～10m間隔で，鑓押4坑道により

採掘したが，崩落して内部は調査不能である。露頭で峠

『黄銅鉱は鉱染状をなし硫砒鉄鉱・磁硫鉄鉱が多く，銅の

平均見込み品位Cu：1－2％程度である。

　4．6．7久地地区
　金山亙号坑　前出（省略ジ　．、，

　金山2号坑　石灰岩の下盤際に沿つて斜坑で掘下つて・

いる。』ヘデンベルグを主とする幅約1mめスカルン鉱

物帯中に，磁硫鉄鉱・黄銅鉱の集合体が斑点状に晶出1し

ている。研の銅見込み品位Cu：1～3％程度である。坑．

内は湧水のため詳細不明。

　久地坑走向N60～700W，傾斜40【ゾ700Sの断層破

砕帯に幅0．2mの石英脈が貫入し，．これに伴なつて鉱

化作用が行われ，坑道は約30m鑓押し，さらに深部の

鑓を掘上り，あるいは掘下つて探鉱を行つ七いる。鉱石

は磁硫鉄鉱・黄銅鉱を鉱染する在度の貧鉱からなり，銅

、品位Cu：1％以下である。

　4．7品位ならびに鉱量

　4．7．亙　鉱石品位

　鉱石の鉱物組成は既述の通りであり』，・ほとんどすべて

の鉱床が黄銅鉱を伴なつている。この銅鉱を稼行対象に

Lているが，各鉱床および単一鉱体内においても品位を

それぞれ異にしている。各論の項で休止鉱山の見込み品

位を述べたpで，こ』に金明鉱床から採取した試料につ

いての分析結果を第4表に示す。

　最近1，2年間の金明鉱床から出荷した鉱石の，日本

鉱業株式会杜佐賀ノ関精錬所の買鉱分析結果を摘出して

示ずと，第5表の通りである。

　すなわち，ホ中鉱体その他の富鉱蔀に産する高品位鉱

は粗鉱で，稀にCu二約18％に達するものがあり，平
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第　　4　考

騒　　　銅鉱体　　　（磁硫鉄鉱を伴分㌔

国　　　閃亜錯鉱　．　　　　　　　サ
囹｛　　　磁硫鉄鉱　黄銅鉱を　　　鉱染する，
　　　ス、カルン帯（ヘデンペルグ石）

国
　　　　　　r　　　　　　ロ　　　　　　　　ド　　　結晶質石灰岩

庭ヨ千枚質補岩一

　　　　　－

5 lO　　　　、15m

第g図　久　地　』金　　山　坑

採集箇所

成　分

手選精鉱（上鉱）

二坑二脈第二中段
本竪坑（富鉱体）

　　　ク
ニ坑二脈河上鑓
押詰

　　〃　ガリ鉱

西竪坑一脈第一
中段河下押詰

　　〃　河上押

二坑一脈第二中
段河上押

三坑第一一脈河上
押（磁硫）

久地鉱山一号坑

紅柄一号坑（ガ
リ鉱）

　　　ヴ

Au
9／t

0．，3

0．3

Ag
9／t

244

207

一32

Cu
鬼

13．45

14．54

12．20

0．41

0．21

3．121

Pb
％

1．24’

10．87

0．52

0．90

36 2．17

Zn
％

ユ98

・S

％

7．98

5．44

8．10

4．75

9．48

18．96

2．83∫

4．51

分折者．　広島通産局鉱山部分折室　藤田健二

均Cu：14％を示す。また局部的にAg含有量の多い

鉱石は50～2809／tを含み，銅品位の高い鉱石はど含金
量が多い。Aw；o．2・》o，59／t。手選精鉱み

　金明鉱床の主要銅鉱は，黄銅鉱が細脈縞状に配列する

ものおよび小団塊をなすものであつて，この粗鉱部分の

平均品位はCu：2・》6翅の鉱石が鉱体の過半量を占め

る。また黄銅鉱の細脈鉱染状，網脈状の部分は緑泥石化

帯あるいはスカルン鉱物中に含まれ1鉱体の末端部ない

しは単一鉱体間のっなぎをなす部分，あるいは貧鉱部等

では，平均粗鉱品位Cu：0．2・》1％程度の低品位鉱も少

なくないが，手選選鉱だけに頼つている現在，これら貧

鉱の処理いかんが当鉱床ならびに未稼行鉱床の価値評価

を決驚する一つの要因である。

　4．7．2鉱　量

　金明鉱山を除いてほかは休山のため金明鈎山について

のみ鉱量を算出した。他は予想鉱量を述べる。

鉱量算定基準を

　1＝三番坑水準の延長300m

、1』本坑水準の延長500m

　h＝三番坑，本1坑水準差120m　　　　　　　、
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第 5 表

．28．2’『

28．1

27．1

27．12。

27．1

27．2

26，12

上
ICu10％以上

鉱

，Au
9／t、

0．5

0。3

0。7

0．5

0．4

0．3

Ag
91t

192

116

183

224

289

242

Cu
％

12．47

11．23

11．86

13．69

、13』79曽

13．74

乾量
　t

5．5

3．5

7．4

2．g

2．28
P
2
． 4

中P

10～5％

・鉱

Au
9／t

0．4

0．2

嗣Ag　l

91t　l

113

98

0．5　－　74

0．3　140
0．3　　122

0．2　　134

Cu
％

7．61

6。33

乾量
　t

5．19

7．58

7．14

8．01　　∫

10．6

9．6

49．1

41．8
’25．3

15．3

下

5～3％
鉱

劃
0．3

0．2

0．5

0．4

－
0
． 3
0．3

0．3

A幻
9／t　l

54

60㌧

62

60

59

70

53

跨11

3．45

3．87

3．96

3．55

3．33

4．10

3．13

乾量
　t

d躍各水準延長に対する賦存鉱床の割合2／31

d二鉱体の平均幅0．5m

均＝粗鉱平均見込品位Cu，＝2％

9＝鉱石の見掛比重3

y＝既採掘量50％

とLて算出した鉱量については，Z＝可採率80％として

確定残存鉱量

2｛1／2h（dl十d：1ノ）のd。9（1－y）｝＝12．3×103t・

推定鉱量

’
h ノ＝本坑水準下50m畠

h”＝三番坑水準上30mを推定範囲として

く1）　　2｛1／2　（d●1。hノ）　・（1。g｝＝24×103t

〈II）　2｛】／2　（（i。1。h！）・d。g｝＝86．4×102t

合計可採含銅量＝（1＋II）×b・Z＝544t

、予想鉱量．

　前記のほか予想鉱量として考えられるべきものに，次

のものがある。1

　金明鉱床金紫脈，第3脈，第4脈は坑内および露頭状

況より第1脈，第2脈とほマ類似しており，それぞれ延

長500mが推定される平行脈あるいは派生脈であるが，

いずれも探鉱が未だ不充分であつて鉱量を算定するまで

に至つていない。将来充分な探鉱をする必要があり，そ

の結果前記鉱量は増加する可能性がある。

・紅柄谷，喜徳寺谷地区および八木村阿生山地区にも，

それぞれ露頭および旧坑が連なつており，これらを連絡

すれば各800mの延長とFなる。いずれも露頭状況およ

＼鉱，量（t）
　　　　位置　　＼

第　　6　表

68．4

60．0－

130．1

83．3

156．7

84．6

149．9

びその他から推定して充分探鉱の価値炉あるものと考え

られる。　　　　　　　　　　　　、
域上の鉱量を纏めると第6豪の通りとなる。

金明第1，第2脈

金明片匁堆積場’

合 計

確一　定

205

375

580

推　定

544

544

、5．沿革お志び現況

　5．1・金明鉱山

　古く旧幕時代に浅野藩主により，銀山として稼行され

たと伝えられる。明治，大正年間は僅かに小規模の採掘

が行われ，幾多の変遷を経でゼるが，本格的に稼術した

のは昭和15年以後である。東京の人，糸永文吉が昭和

18年に採掘権を設定，重要鉱山として帝国鉱業開発株式

会祉の融資を受け，ま牟30t／日処理の選鉱場を設立し

盛大に稼行された5終戦後休山，昭和21年選鉱場焼失，

鉱業権者の死亡等があり，昭和26年現在の鉱業権者の

手に渡り，同年10月再開，今日まで稼行している。

　現在従業員100名，機械設備3コンプレ平サー（5鉦P）

1台，ク、ラツシャー（30fP）2台。、

　手選精鉱を日本鉱業株式会社，佐賀ノ、関精錬所に売鉱

1している。再開以来の生産実績を第7表に示す。

　5．2・久地鉱山

　発見は不詳，明治27年7月，愛媛県の人宇都宮壮十

郎が採掘権を設定し，大正5年小倉市の鮎川義介を経て

昭和3年現権者の前身であつた久原鉱業株式会社に譲渡

1され，、今日に至つている。大正末期に一時稼行されたよ

うであるが詳細は不明である。現在休山中ぴ

　一5．3八木鉱山』

　明治初年頃稼行し，かなりの出鉱をみたといわれてい

るが，以来今日までほとんど休山し婁現在廃山状態にあ

る。

　5．4可部鉱山
1発見は古いようで』あるカ1，永く廃山状態にあつたもの

を1昭和25年下関の人杉本進が試掘権を設定，昭和27

年1月現在の鉱業権者に譲渡された。この間昭和26年

9月より昭和27年5月までの間に稼行し，三菱鉱業生
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第 7 表

＼鉱量
踊年月＼
26．8

　9

10

11

12

27．1

　2

　3

　4

　5

売鉱’量
　t

工00

115

132

137

140

i42

145、

104－
150

152

品　位
Ag
茎／t

80

80

80

80

80

80

80

102

85

，85

Cn
・％

4。2

4．2

4．5

4．5

4』5

4．5

4．5

5．6

5．2

5．2

＼　 鉱量

27．6

　7

　8

　9

10

11

：12－

28．1

　2

　3

売鉱量
　t

154

155

156

157

158

160，
160

87

67

110

品　位
Ag
9／t

85

85
、

85

・85

85

85

85

85

85

85

Cu
％

5．2

5．2

5．2

5．2

5．2

5．2

5．2

6．1

5．1

5．5

第 8　　一表

『塾型畿
26．9
　10
　11
　12

20

10

27

20

51

55

63

70・

Cu
％

1．5

10．3

2．3

Zu
％

1
＼
　
　
　 品

　＼出年恥鉱量健
17．5

15．0

15．1

13．0

27．3

　　4
　　5
以下休山

8
20

1（）

Ag
9／t

30

100

60

Cu
翅

6．0

5．O

F2．0

ZU
％

15．0

15。0
15．0．

，野鉱業所匠売鉱したといわれる。現在休山中。

稼行期間中の生産実績は第8表の通りである。

6．探鉱および稼行方針

　当地区の鉱床探査については，鉱床の性状や胚胎する
F
．
場
所等から帰納的に鉱床ゐ潜在が予想され，また探鉱を

要する地区を検討すれば，

　（．1）鑓押探鉱においては，粘板岩≧石英粗面岩との

接触部のみならず，両盤際を幅2～6m間，緑泥石化帯

（破砕帯）中の平行脈，分岐脈を探鉱し，鉱量の増加を計

るべぎである。

　（2）　大切坑道地並以下は漸次鉱化作用が弱まること

が予想されるが，花歯岩体との聞になお相当の踵離があ

り，既知鉱体の下部約50m程度の探鉱が可能であり，

かつ金紫脈の西方への鑓押探鉱等は当然行うべきであろ

う。

　（3）　金明鉱床（第1脈，第2脈）の北方約100mの

臼石英粗面岩岩脈には黄銅鉱 ・磁硫鉄鉱の露頭があり，現

在竪入坑道を掘準中であるが，この岩脈に沿つても同種

の鉱床存在が予想されるりで，今後積極的な探鉱が望ま

しい。

　そρ他の鉱床には小規模の単位鉱体が雁行状あるいは

八木鉱床のように，小地区内に平行配列を示すものがあ

り，未稼行地域においては露頭の発見に努める必要があ

』
る が，紅柄・八木鉱床等の既稼行鉱体では「落し」の方

向への下部探鉱，久地地区の石灰岩の周縁部探鉱等，多

くの探鉱すべき地区を残している。

，また金明地区にみられるように，粘板岩および砂質粘、

板岩の動力変成作用によるShe昇red　Zoneにのみ鉱床

が生成されているか否かは，さらに広く，かつ綿密な地

質調査を要する。これは今後に残された問題ではある

が，地質構造上から鉱床の分布範囲を狭めて，ざらに鉱

床胚胎予想地区を限定することができると思われる。

7．結　語

　当地区セ；は金明鉱山を始め，多くの銅鉱床があるが，

’
個
々の鉱体の規模が塵X小さく，一また未探鉱の部分を残

F
　
L ている。金明鉱床には特に高品位の鉱石も産するが，

手選選鉱にのみ頼ることは限られた埋蔵量に対して遠か

らず行き詰りを生ずる。したがつて低品位鉱の処理，な

かんずく浮遊選館場を設立することによつて今後利用鉱

石の増加を期し，合理的な鉱山経営を行うことができる

と思われる。さしあたつて50t程度の浮選設備をもつ
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ことが急務であろう。こうして鉱石活用の途を開くと同

時に，積極的に未開発鉱床および新鉱床の探査が行われ

るならば，銅鉱のみならず，磁硫鉄鉱・閃亜錯鉱等の資

源の開発に資するところが多いであろう。

　　　　　　　　　（昭和26年10月調査）

、

＼
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